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承
と
集
合
的
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憶
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備
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え
書
き
―

川 

田　
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
六
月
七
日
國
學
院
大
學
で
行
わ
れ
た
、
日
本
口
承

文
芸
学
会
第
三
二
回
大
会
で
、
こ
の
表
題
で
行
っ
た
公
開
講
演
の
要
旨
全
体

の
提
示
に
、
は
じ
め
の
約
五
分
の
一
に
当
た
る
部
分
の
論
述
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
公
開
講
演
の
内
容
全
体
を
十
分
に
展
開
し
、
論
文
と
し
て
本
誌

に
書
く
こ
と
は
、
紙
数
と
時
間
の
制
約
か
ら
不
可
能
な
の
で
、
こ
の
よ
う

な
方
法
を
と
っ
た
。
残
余
の
拙
論
の
詳
述
に
は
、
別
の
機
会
を
期
し
た
い
。

要
旨

　

本
稿
の
目
的
は
、
私
た
ち
の
学
会
の
主
な
研
究
対
象
で
あ
る
口
承
文
芸

を
、
広
く
伝
承
一
般
の
中
に
位
置
づ
け
、
伝
承
の
諸
側
面
を
集
合
的
記
憶

［
参
考
文
献
１
］
と
の
関
係
で
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
原
論
と

し
て
、
ま
だ
細
部
に
ま
で
十
分
な
考
察
が
及
ん
で
い
な
い
が
、
一
般
論
と
し

て
の
見
取
り
図
を
描
い
て
み
る
こ
と
で
、
不
足
の
点
を
明
ら
か
に
し
、
学

会
員
諸
賢
の
批
判
と
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。

　

伝
承
に
は
媒
体
に
よ
っ
て
、
一
次
元
の
音
声
に
よ
る
「
口
承
」、
文
字
・

図
像
な
ど
二
次
元
表
象
に
よ
る
「
書
承
」、
身
体
的
記
憶
に
内
化
さ
れ
た

「
体
承
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
、
物
体
や
土
地
、
風
景
な
ど
三
次
元
の
モ

ノ
を
媒
介
と
す
る
「
物
承
」
な
ど
を
区
別
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
伝
承
す
る
と
い
う
こ
と
を
最
広
義
に
考
え
、
伝
承
す
る
行

為
と
、
そ
れ
が
生
み
だ
し
て
複
数
の
人
間
に
共
有
さ
れ
る
「
集
合
的
記
憶
」

の
あ
り
方
と
の
関
係
を
、
具
体
例
を
通
し
て
探
り
、「
伝
承
」
研
究
の
方
法

の
理
論
化
を
試
み
た
い
。

　

多
く
の
場
合
伝
承
の
あ
り
方
に
は
、
上
に
挙
げ
た
四
つ
の
い
く
つ
か
の

も
の
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
考
で
は
、
事
例

と
し
て
、（
イ
）「
梅
若
」
伝
承
、（
ロ
）
一
九
四
五
年
三
月
十
日
の
東
京
大

空
襲
体
験
の
伝
承
、（
ハ
）
第
二
次
大
戦
末
期
沖
縄
で
の
民
間
人
の
集
団
自

決
を
め
ぐ
る
伝
承
、（
ニ
）
西
ア
フ
リ
カ
・
モ
シ
王
国
の
起
源
伝
承
、
を
と

り
あ
げ
て
検
討
す
る
。

　

伝
承
と
の
関
係
で
記
憶
を
考
え
る
と
き
、
記
憶
は
、（
一
）
個
人
の
内
面

に
「
こ
と
ば
」
に
な
ら
な
い
状
態
で
あ
る
か
、（
二
）
上
記
の
「
体
承
」
の
基
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に
な
る
、
心
理
学
で
い
う
「
手
続
き
的
記
憶
」（procedural m

em
ory

） 

と

し
て
あ
る
か
、（
三
）「
こ
と
ば
」
と
し
て
あ
る
か
に
大
別
で
き
る
。（
一
）
の

記
憶
の
中
に
、
私
は
、
体
内
感
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
、
触
覚
、
聴
覚
、
視
覚
に

よ
る
記
憶
を
す
べ
て
含
め
て
考
え
た
い
。
触
れ
た
り
、
嗅
い
だ
り
、
味
わ
っ

た
り
、
聴
い
た
り
、
見
た
り
す
る
こ
と
で
記
憶
が
喚
起
さ
れ
る
「
モ
ノ
」
や
、

そ
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
こ
れ
ら
六
感
の
記
憶
が
甦
る
「
場
」「
風
景
」
を

問
題
に
す
る
と
き
、
こ
れ
ら
六
感
の
間
の
共
感
覚 

（synesthesia

） 

が
重
要

な
意
味
を
も
っ
て
来
る
（
後
述
す
る
、
匂
い
の
記
憶
と
風
景
の
記
憶
な
ど
）。

「
モ
ノ
」
や
「
場
」「
風
景
」
を
媒
介
と
し
て
、
記
憶
が
複
数
の
人
々
に
共
有

さ
れ
て
「
集
合
的
記
憶
」
の
性
格
を
帯
び
る
こ
と
は
多
い
。

　

事
例
（
イ
）
は
、「
隅
田
川
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
音
曲
・
芸
能
や
、
こ
と

ば
の
多
少
と
も
断
片
的
な
伝
承
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
個
人
的
な
記
憶
が
、

塚
や
ユ
リ
カ
モ
メ
な
ど
の
モ
ノ
や
、
花
の
墨
堤
と
い
う
風
景
や
、
そ
れ
ら
が

総
合
さ
れ
た
梅
若
忌
と
い
う
季
節
や
風
景
と
結
び
つ
い
た
行
事
伝
承
を
媒

介
と
し
て
、
集
合
的
な
記
憶
の
様
相
を
帯
び
る
例
と
い
え
る
［
参
考
文
献
2
］。

（
ロ
）
は
逆
に
、
原
体
験
そ
の
も
の
が
強
烈
に
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

る
記
憶
の
集
合
性
が
、
個
々
の
体
験
や
感
覚
を
通
し
て
は
、
き
わ
め
て
個

別
的
な
記
憶
に
分
化
す
る
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
［
参
考
文
献
3
］。

　
（
ハ
）
は
、
文
字
や
物
証
が
意
味
を
も
ち
え
な
い
状
況
で
の
、
立
場
に
よ

り
非
等
質
で
対
立
さ
え
す
る
集
合
的
記
憶
を
、
こ
と
ば
化
さ
れ
た
個
別
的

記
憶
を
通
し
て
解
明
す
る
こ
と
に
、
重
大
な
倫
理
的
意
味
が
あ
る
例
だ
［
参

考
文
献
4
］。
こ
れ
に
対
し
（
ニ
）
で
は
、
文
字
や
物
証
が
元
来
存
在
し
な
い

状
況
で
、
こ
と
ば
化
さ
れ
た
不
特
定
多
数
者
の
集
合
的
記
憶
、
お
よ
び
特
定

集
団
内
で
腕
の
運
動
記
憶
と
指
先
の
触
覚
記
憶
と
し
て
代
々
「
体
承
」
化
さ

れ
た
音
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
「
太
鼓
こ
と
ば
」
を
、
言
語
伝
承
と
し
て
広
汎

に
採
録
・
比
較
分
析
す
る
立
場
の
よ
そ
者
研
究
者
と
、
そ
の
集
合
的
記
憶
の

現
在
に
お
け
る
具
現
者
、
当
事
者
で
あ
る
モ
シ
王
や
側
近
と
の
、
集
合
的
記

憶
を
め
ぐ
る
解
釈
の
歴
史
認
識
上
、
倫
理
上
の
齟
齬
が
問
題
と
な
る
［
参
考

文
献
5
］。（
ハ
）
に
お
い
て
も
（
ニ
）
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
集
合
的
記

憶
が
生
む
、
倫
理
的
次
元
で
の
立
場
に
よ
る
不
一
致
が
、
よ
り
高
次
の
「
相

互
主
観
性
」
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
う
る
可
能
性
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
と
、

現
在
の
私
は
考
え
て
い
る
。

　
（
ハ
）
と
（
ニ
）
に
お
い
て
は
、「
サ
バ
ル
タ
ン
は
語
る
こ
と
が
で
き
る

か
」
と
い
う
形
で
提
起
さ
れ
て
き
た
［
参
考
文
献
6
］、
真
の
「
当
事
者
の
コ

ト
バ
」「
死
者
の
声
」
を
め
ぐ
る
疑
問
が
核
心
に
あ
る
。（
ロ
）
に
お
い
て

は
、ego-histoire

［
参
考
文
献
7
］（
や
や
意
味
が
ず
れ
る
が
「
自
分
史
」［
参

考
文
献
8
］）
の
視
点
と
、
そ
れ
が
拡
大
さ
れ
た
と
き
の
「
場
」
の
単
位 

―

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
「
地
域
」
や
「
国
家
」、
時
系
列
に
お
け
る
「
世
代
」

の
価
値
観
の
連
続
と
断
絶 

― 

が
、
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
イ
）

で
は
、
芸
能
や
こ
と
ば
、
塚
や
ユ
リ
カ
モ
メ
な
ど
の
モ
ノ
、
隅
田
川
の
風

景
、
そ
れ
ら
が
総
合
さ
れ
季
節
や
風
景
と
結
び
つ
い
た
行
事
伝
承
が
生
み

出
す
、
実
体
の
な
い
「
虚
の
記
憶
」
と
呼
ん
で
よ
い
よ
う
な
、
集
合
的
記

憶
が
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

感
覚
の
諸
相
と
記
憶

　

伝
承
と
の
関
係
で
記
憶
を
考
え
る
と
き
の
記
憶
の
あ
り
方
を
、
前
記
の
よ
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う
に
私
は
三
つ
に
大
別
し
た
。
そ
の
（
一
）
と
し
て
挙
げ
た
、
個
人
の
内
面

に
「
こ
と
ば
」
に
な
ら
な
い
状
態
で
あ
る
記
憶
の
中
に
、
私
は
、
①
体
内
感

覚
、
②
嗅
覚
、
③
味
覚
、
④
触
覚
、
⑤
聴
覚
、
⑥
視
覚
、
に
よ
る
記
憶
を
、

す
べ
て
含
め
て
考
え
た
い
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
に
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①
体
内
感
覚　

生
物
と
し
て
の
ヒ
ト
の
個
体
と
種
の
存
続
に
直
結
す
る

感
覚
で
あ
る
。
食
（
空
腹
・
飢
餓
感
／
満
腹
・
充
足
感
）、
性
（
性
欲
／
恍

惚
感
・
満
足
感
）、
分
娩
（
つ
わ
り
、
胎
動
感
、
陣
痛
）、
排
泄
（
便
意
／
爽

快
感
）、
全
身
運
動
（
そ
れ
が
も
た
ら
す
快
感
）
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ

ら
自
体
は
表
象
と
し
て
の
文
化
を
生
ま
な
い
が
、
と
く
に
食
と
性
に
関
わ
る

体
内
感
覚
は
、
以
下
の
②
か
ら
⑥
ま
で
の
感
覚
と
結
び
つ
い
て
、
食
文
化
、

香
文
化
、
音
楽
、
美
術
、
文
学
に
お
け
る
、
食
、
香
、
性
を
め
ぐ
る
多
様

な
表
象
の
原
動
力
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

②
嗅
覚　

ヒ
ト
を
含
む
サ
ル
目
の
祖
先
と
さ
れ
る
モ
グ
ラ
な
ど
食
虫
目

の
地
下
生
活
で
重
要
だ
っ
た
、
生
物
と
し
て
最
も
原
初
的
な
感
覚
で
あ
り
、

多
く
の
場
合
、
同
じ
匂
い
が
複
数
の
個
体
に
同
時
に
感
知
さ
れ
る
一
方
で
、

液
香
、
薫
香
を
め
ぐ
る
人
為
的
洗
練
、
香
道
に
著
し
い
言
語
化
、
人
体
や
風

景
の
記
憶
な
ど
と
の
連
合
に
も
と
づ
い
て
、
極
度
に
個
別
化
も
さ
れ
う
る
。

　

世
界
的
な
香
水
産
業
の
中
心
地
で
あ
る
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
グ
ラ
ー
ス
に

巨
大
な
ア
ト
リ
エ
を
も
つ
、
父
の
代
か
ら
の
高
名
な
調
香
師
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・

ル
ン
ド
ゥ
ニ
ツ
カ
氏
は
、
三
千
種
の
匂
い
を
嗅
ぎ
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
が
、
そ
れ
だ
け
の
種
類
の
匂
い
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
記
憶
す
る

の
か
と
い
う
私
の
質
問
に
、
自
分
が
か
つ
て
身
を
置
い
た
こ
と
の
あ
る
風

景
の
記
憶
と
重
ね
合
わ
せ
て
記
憶
す
る
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
ル

ン
ド
ゥ
ニ
ツ
カ
氏
の
意
見
で
は
、
視
覚
や
聴
覚
の
領
域
は
、
近
代
社
会
の

教
育
制
度
の
中
で
重
視
さ
れ
訓
練
さ
れ
て
い
る
が
、
嗅
覚
は
ま
っ
た
く
な

お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
。
訓
練
す
れ
ば
、
調
香
師
の
養
成
に
お
い
て
も
そ

う
だ
が
、
五
百
種
く
ら
い
の
匂
い
は
誰
で
も
嗅
ぎ
分
け
ら
れ
る
、
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
ル
ン
ド
ゥ
ニ
ツ
カ
氏
は
、
匂
い
と
視
覚
表
象
（
映
画
、
舞
台

芸
術
な
ど
）
と
の
共
同
に
も
意
欲
を
も
っ
て
す
で
に
数
々
の
実
験
を
試
み

て
お
り
、
氏
の
工
房
で
私
の
前
で
も
、
映
像
に
合
わ
せ
て
何
種
も
の
香
水

を
噴
射
し
て
、
体
験
さ
せ
て
く
れ
た
。

　

ル
ン
ド
ゥ
ニ
ツ
カ
氏
の
匂
い
の
記
憶
法
に
も
、
嗅
覚
と
聴
覚
・
視
覚
表
象

と
の
協
同
に
も
、
異
な
る
感
覚
の
あ
い
だ
の
共
感
覚 

（synesthesia

） 

が
活

発
に
働
い
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
特
殊
な
能
力
に
恵
ま
れ

た
人
の
、
特
殊
な
事
例
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
く
、
氏
が
強
調
す
る
よ
う
に
、

教
育
・
訓
練
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
本
稿
で
初

次
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
、
人
間
の
諸
感
覚
の
働
き
と
相
互
作
用
、
と
く

に
最
広
義
の
「
記
憶
」
と
そ
の
表
象
、
口
頭
伝
承
を
は
じ
め
と
す
る
「
伝
承
」

と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

フ
ェ
ロ
モ
ン
臭
が
異
性
と
の
結
合
欲
を
喚
起
す
る
と
い
っ
た
、
き
わ
め
て

生
物
的
一
般
的
側
面
と
、
特
定
の
個
人
と
結
び
つ
い
た
匂
い
が
、
性
欲
だ
け

か
ら
で
は
説
明
で
き
な
い
特
定
個
体
の
異
性
に
執
着
す
る
恋
愛
感
情
と
い

う
、
ボ
ノ
ボ
か
ら
ヒ
ト
に
至
っ
て
強
く
表
れ
る
「
文
化
」
に
規
定
さ
れ
た
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側
面
と
の
両
極
性
を
、
嗅
覚
は
も
っ
て
い
る
。
嗅
覚
の
も
た
ら
す
印
象
は
、

進
化
の
上
で
古
層
と
さ
れ
て
い
る
大
脳
辺
縁
系
に
直
結
し
、
非
分
節
的
で

漠
と
し
て
お
り
、
直
接
の
分
節
的
印
象
に
も
と
づ
く
言
語
化
が
困
難
だ
が
、

そ
れ
だ
け
に
感
覚
の
連
合
に
も
と
づ
く
、
ヒ
ト
の
理
性
を
う
ろ
た
え
さ
せ
る

ほ
ど
の
広
く
強
い
記
憶
喚
起
力
を
も
っ
て
い
る
。
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス

ト
の
長
編
小
説
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
冒
頭
で
、
紅
茶
に
浸
し
た

マ
ド
レ
ー
ヌ
菓
子
を
口
に
含
ん
だ
瞬
間
の
味
覚
と
嗅
覚
が
、
そ
れ
ま
で
隠

れ
て
い
た
厖
大
な
記
憶
を
甦
ら
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
ま
り
に
有
名
だ
が
、

大
脳
辺
縁
系
に
直
結
す
る
感
覚
と
記
憶
の
か
か
わ
り
は
、
口
承
文
芸
研
究

に
と
っ
て
も
、
基
本
的
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
と
私
は
思
う
。

　

③
味
覚　

生
物
の
個
体
維
持
に
不
可
欠
な
摂
食
行
為
と
結
び
つ
い
た
感

覚
と
し
て
、
き
わ
め
て
動
物
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
美
味
探
求
に
も
と
づ
く

人
為
的
洗
練
、
そ
れ
に
伴
う
言
語
化
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
作
る
行
為

と
食
べ
る
行
為
、
共
に
同
じ
味
覚
を
享
受
す
る
行
為
な
ど
、
他
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
底
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
お
ふ
く
ろ
の

味
、「
同
じ
釜
の
飯
」、
郷
土
料
理
な
ど
を
通
じ
て
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
や
、
複

数
の
人
間
の
、
平
生
は
と
く
に
意
識
さ
れ
な
い
共
属
感
覚
の
形
成
に
、
大

き
な
役
割
を
果
た
す
。

　

④
触
覚（
指
先
を
除
く
皮
膚
感
覚
） 

感
覚
自
体
は
個
別
的
で
あ
り
な
が
ら
、

大
気
の
寒
暖
乾
湿
の
感
触
な
ど
、
刺
激
を
他
者
と
共
有
す
る
こ
と
が
多
く
、

集
合
性
を
帯
び
て
共
属
感
覚
の
基
底
と
も
な
り
う
る
。
生
活
の
場
と
し
て

の
自
然
と
ヒ
ト
の
相
互
交
渉
の
上
に
成
り
立
つ
「
風
土
」
に
と
っ
て
、
根

源
的
な
は
た
ら
き
を
す
る
。
共
感
覚
の
発
信
体
に
な
り
う
る
感
覚
と
し
て
、

漠
と
し
て
い
な
が
ら
喚
起
力
が
強
い
点
で
嗅
覚
と
共
通
す
る
が
、
言
語
化

が
容
易
な
点
で
は
嗅
覚
と
異
な
る
。

　

⑤
聴
覚　

指
先
の
皮
膚
感
覚
と
も
連
関
し
、
言
語
と
も
結
び
つ
く
。
接

触
手
話
、
点
字
の
ほ
か
、
ピ
ア
ノ
や
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
キ
ー
ボ
ー
ド
、
太
鼓
言
葉
を
発
信
す
る
西
ア
フ
リ
カ
の
両
手
の
素
手
で

打
つ
太
鼓
の
膜
面
な
ど
、
指
先
の
皮
膚
感
覚
が
言
語
と
密
接
な
関
わ
り
を

も
つ
例
は
多
い
。
ピ
ア
ノ
曲
、
と
く
に
モ
ー
リ
ス
・
ラ
ヴ
ェ
ル
の
曲
な
ど

の
よ
う
に
、「
指
先
で
お
喋
り
を
楽
し
む
」
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
も
、
指

先
の
鍵
盤
と
の
触
覚
と
聴
覚
と
の
結
び
つ
き
を
示
す
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

聴
覚
は
個
別
的
で
あ
り
な
が
ら
、
基
本
的
に
他
者
と
の
関
係
性
に
お
い

て
意
味
を
帯
び
る
感
覚
領
域
で
あ
る
。
と
く
に
言
語
は
、
他
者
と
の
コ
ー

ド
の
共
有
が
な
け
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
媒
体
と
し
て
の
機
能

を
も
ち
え
な
い
。
聴
覚
は
受
信
に
お
け
る
能
動
的
な
側
面
と
同
時
に
、「
聞

こ
え
て
く
る
音
」
や
「
音
風
景
」soundscape

が
意
識
下
に
し
み
こ
ま
せ

る
印
象
、
音
声
言
語
の
力
に
よ
る
同
意
・
服
従
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
（
日

本
語
の
「
き
こ
え
た
」「
そ
り
ゃ
き
こ
え
ぬ
」「
い
う
こ
と
を
き
く
」、
フ
ラ

ン
ス
語
の
“entendu

” 「
き
こ
え
た
＝
わ
か
っ
た
」、
モ
シ
語
で
親
が
子
を

叱
る
と
き
の
常
套
句
“w

uum
am

e

”「
き
こ
え
た
か
い
＝
わ
か
っ
た
か
い
」

等
、
系
統
の
ま
っ
た
く
異
な
る
言
語
に
お
け
る
、「
き
く
」
行
為
と
受
動
的

に
「
同
意
し
、
服
従
す
る
」
行
為
の
密
接
な
関
連
は
、
多
く
の
言
語
に
お
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け
る
詳
細
な
事
例
で
検
討
す
る
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

　

風
の
音
、
波
の
音
、
物
売
り
の
声
な
ど
、「
聞
こ
え
て
く
る
音
」
は
、
聴

覚
を
通
し
て
の
ふ
る
さ
と
感
覚
、
懐
か
し
さ
の
感
覚
な
ど
の
共
属
感
覚
を

醸
成
す
る
重
要
な
媒
体
と
な
る
。
同
時
に
聴
覚
は
、
大
音
量
の
音
声
言
語

で
反
復
さ
れ
る
扇
動
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
通
し
て
、
政
治
性
を
帯
び
た
民

族
意
識
の
基
盤
と
な
る
、
意
識
さ
れ
な
い
共
属
感
覚
の
共
属
意
識
へ
の
作

為
的
転
換
を
生
む
、
媒
体
と
も
な
り
う
る
。

　

⑥
視
覚　

図
像
、
そ
の
一
部
と
し
て
の
文
字
の
よ
う
に
、
意
味
の
分
節

化
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
媒
体
と
な
る
。
書
く
行
為
に
お
け
る

指
先
の
皮
膚
感
覚
や
言
語
と
も
連
関
す
る
文
字
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
、

発
信
・
受
信
に
お
け
る
極
度
の
能
動
性
・
個
別
性
と
結
び
つ
く
と
同
時
に
、

風
景
・
漠
と
し
た
光
景
の
記
憶
な
ど
、
知
覚
に
お
け
る
受
動
性
・
集
合
性

の
面
も
視
覚
は
併
せ
も
っ
て
お
り
、
共
属
感
覚
の
重
要
な
一
要
素
と
な
り

や
す
い
。

　

一
方
、
視
覚
は
二
次
元
表
象
、
そ
の
極
致
と
し
て
の
文
字
の
読
み
書
き
と

結
び
つ
く
。
ヒ
ト
の
祖
先
が
、
長
い
間
樹
上
生
活
の
あ
い
だ
の
進
化
に
よ
っ

て
得
た
、
平
ら
に
並
ん
だ
両
眼
に
よ
る
近
距
離
対
象
の
、
数
万
字
の
漢
字
の

認
知
の
よ
う
な
高
度
の
識
別
能
力
（
他
の
感
覚
に
は
、
こ
れ
だ
け
の
識
別

能
力
は
な
い
）、
両
手
の
完
全
な
自
由
が
可
能
に
し
た
文
字
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
分
節
化
概
念
化
さ
れ
た
二
次
元
表
象
の
発
信
・
受
信
に
お
け
る

個
別
性
、
時
間
・
空
間
の
遠
隔
伝
達
可
能
性
、
反
復
参
照
可
能
性
、
発
信
・

受
信
の
一
時
停
止
の
自
由
な
ど
の
特
質
に
よ
り
、
獲
得
さ
れ
た
知
識
の
詳

細
な
伝
達
・
洗
練
・
蓄
積
に
、
顕
著
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
諸
感
覚
の
う
ち
、
視
覚
、
聴
覚
、
手
の
指
先
の
触
覚
は
、
適
応

行
動
と
創
造
行
動
を
具
現
す
る
大
脳
新
皮
質
に
結
ば
れ
て
お
り
、
分
節
的

な
認
知
能
力
が
あ
る
の
で
言
語
に
対
応
し
う
る
。
嗅
覚
、
味
覚
は
、
本
能
、

情
動
を
支
配
す
る
、
大
脳
辺
縁
系
に
直
結
し
て
お
り
、
部
分
的
に
し
か
新
皮

質
に
行
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
嗅
覚
、
味
覚
は
、
分
節
的
な
視
覚
、
聴
覚
、

触
覚
に
対
し
て
、
漠
と
し
て
い
る
が
強
い
、
情
動
的
な
連
想
喚
起
力
を
も
っ

て
い
る
。

　

右
に
述
べ
た
こ
と
を
通
観
し
て
、
感
性
の
諸
領
域
に
、
全
体
と
し
て
次

の
よ
う
な
方
向
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

①
か
ら
⑥
へ
移
行
す
る
に
従
っ
て
、
意
識
下
の
漠
と
し
た
感
覚
、
他
者

と
共
有
さ
れ
る
集
合
感
覚
か
ら
、
自
覚
さ
れ
た
「
個
我
」
の
発
達
、
大
脳

辺
縁
系
か
ら
大
脳
新
皮
質
へ
の
結
び
つ
き
の
可
能
性
が
増
す
。

　

⑥
か
ら
①
へ
移
行
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
文
化
の
集
合
的
・
持
続
的
側

面
つ
ま
り
「
民
俗
」
の
、
意
識
下
で
の
「
個
我
」
へ
の
拘
束
性
が
増
す
。

　

共
感
覚
の
基
に
な
る
感
性
間
の
連
合
に
、
①
か
ら
⑥
の
あ
い
だ
で
序
列
、

方
向
性
が
あ
る
か
、
ど
の
感
性
が
発
信
体
に
な
り
や
す
い
か
を
、
一
概
に
い

う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
慣
用
さ
れ
る
比
喩
的
言
語
表
現
は
、
一
つ
の
手

が
か
り
に
は
な
る
が
、
そ
れ
も
分
節
化
、
言
語
化
が
容
易
な
⑤
聴
覚
、
⑥

視
覚
が
基
に
な
り
が
ち
で
あ
る
と
も
必
ず
し
も
い
え
な
い
。

　

日
本
語
の
慣
用
表
現
だ
け
に
つ
い
て
み
て
も
、「
臭
い
演
技
」
②
→
⑥
、

「
渋
い
演
技
」「
渋
い
色
」「
渋
い
顔
」
③
→
⑥
、「
寒
色
」「
暖
色
」
④
→
⑥
、
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「
渋
い
喉
」「
甘
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
③
→
⑤
、「
鋭
い
音
」「
軟
ら
か
い
音
」
④

→
⑤
、「
黄
色
い
声
」「
真
っ
赤
な
嘘
」
⑤
←
⑥
、「
乙
な
味
」
③
←
⑤
、「
甘

い
香
り
」
②
←
③
な
ど
の
例
が
あ
る
。
た
だ
②
は
、「
臭
い
」
と
い
う
犯
罪

容
疑
に
ま
で
及
ぶ
広
い
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
た
嗅
覚
表
現
を
除

け
ば
、
分
節
的
言
語
化
が
極
め
て
む
ず
か
し
い
た
め
に
、
共
感
覚
の
発
信

体
と
し
て
の
言
語
表
現
に
は
な
り
に
く
い
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

嗅
覚
を
的
確
に
言
語
表
現
す
る
必
要
が
あ
る
調
香
の
領
域
で
も
、
フ
ロ
ー

ラ
ル （notes florales

）、
ウ
ッ
デ
ィ
ー
（notes boisées

）、
オ
リ
エ
ン
タ
ル

（notes orientales

）
な
ど
、
そ
し
て
ウ
ッ
デ
ィ
ー
も
更
に
、dry w

oods

（bois secs

）、oakm
oss

（m
ousse de chêne

）
に
分
か
れ
る
な
ど
、
当

該
の
嗅
覚
と
結
び
つ
き
や
す
い
具
体
的
な
事
物
の
名
を
借
り
て
指
示
さ
れ
る
。

「
体
承
」
な
い
し
身
体
技
法
と
集
合
的
記
憶

　

次
に
、
先
に
（
二
）
と
し
て
挙
げ
た
「
体
承
」
と
集
合
的
記
憶
に
つ
い

て
、
述
べ
た
い
。「
体
承
」
が
獲
得
・
伝
承
さ
れ
る
過
程
は
、
前
記
の
よ
う

に
心
理
学
で
い
う
「
手
続
き
的
記
憶
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
あ
る
行
為
を
実
行
す
る
た
め
の
、
関
連
す
る
身
体
諸
部
分
の
協
調

と
、
運
動
連
鎖
（
あ
る
運
動
が
「
条
件
」
と
な
っ
て
、
反
射
的
に
連
鎖
す

る
運
動
を
生
む
）
と
の
あ
る
ま
と
ま
り
が
、
反
復
・
訓
練
に
よ
っ
て
身
体

に
刷
り
込
ま
れ
た
状
態
で
あ
る
。
縄
を
綯
う
、
糸
を
紡
ぐ
、
自
転
車
に
乗

る
、
綾
取
り
を
す
る
な
ど
、
一
旦
刷
り
込
ま
れ
た
後
で
は
、
意
識
せ
ず
自

動
的
に
く
り
返
す
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
確
か
に
刷
り
込
ま
れ
た
も
の
は
、

か
な
り
の
時
を
経
て
か
ら
で
も
、
ほ
ぼ
自
動
的
に
再
現
が
可
能
で
あ
る
。

　

心
理
学
の
「
手
続
き
的
記
憶
」（procedural m

em
ory

）
は
、
そ
れ
が

成
り
立
つ
、
ま
さ
に
「
手
続
き
」
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
概
念
だ
が
、
そ
れ

を
、
よ
り
社
会
的
、
民
俗
的
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
取
り
あ
げ
る
た
め
に
は
、
文

化
人
類
学
で
用
い
ら
れ
て
き
た
「
身
体
技
法
」（techniques du corps; 

techniques of the body

） 

と
い
う
と
ら
え
方
が
、
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
・
人
類
学
者
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
に
よ
っ

て
一
九
三
六
年
に
提
唱
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
［
参
考
文
献
9
］。
モ
ー
ス
の
論

は
先
駆
的
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
身
体
の
使
い
方
が
社
会
に
よ
っ
て
い

か
に
条
件
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
指
摘
と
、
そ
れ
を
め
ぐ
る

問
題
提
起
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
一
面
的
な
「
社
会
」
至
上
主
義
が

批
判
さ
れ
も
し
て
き
た
［
参
考
文
献
10
］。

　

あ
る
作
業
目
的
の
た
め
に
条
件
付
け
ら
れ
た
、
関
連
す
る
身
体
諸
部
分
の

協
調
と
運
動
連
鎖
の
ひ
と
ま
と
ま
り
を
指
す
た
め
に
は
、
モ
ー
ス
に
先
立
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者
フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ア
ズ
に
よ
っ
て
「
運
動
習
性
」

（m
otor habits

）
と
い
う
捉
え
方
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
［
参
考
文
献
11
］。

ボ
ア
ズ
の
捉
え
方
は
、
北
米
北
西
海
岸
の
先
住
民
の
木
彫
に
お
い
て
、「
様

式
」（style

）
が
生
ま
れ
る
基
盤
を
追
求
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、「
体
承
」
を
問
題
に
す
る
立
場
か
ら
、「
身
体
技
法
」
と
い
う

語
を
、
私
な
り
の
理
論
的
考
察
と
現
地
調
査
に
基
づ
く
検
討
を
経
た
用
語

［
参
考
文
献
12
］
と
し
て
使
用
し
、
脈
絡
に
よ
っ
て
「
手
続
き
的
記
憶
」、「
運

動
習
性
」
の
語
も
用
い
る
。

　

ヒ
ト
の
身
体
の
使
い
方
は
、
身
体
特
徴
や
環
境
な
ど
の
自
然
条
件
と
共

に
、
あ
る
個
体
が
生
ま
れ
育
っ
た
文
化
、
つ
ま
り
衣
食
住
や
道
具
、
他
の
個
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体
と
の
交
わ
り
方
な
ど
生
活
の
仕
来
りhabitus

の
総
体
で
あ
る
「
民
俗
」

に
よ
っ
て
も
、
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
サ
ル
目
の
中
で
も
、
ヒ
ト
の
身

体
運
動
を
問
題
に
す
る
場
合
、
ヒ
ト
自
ら
が
作
り
だ
し
た
文
化
と
い
う
条

件
も
、
大
き
な
要
因
と
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

身
体
特
徴
、
生
態
学
的
条
件
、
あ
る
範
囲
の
人
々
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ

て
い
る
文
化
で
あ
る
「
民
俗
」
は
、
い
ず
れ
も
集
合
的
事
象
で
あ
る
か
ら
、

身
体
技
法
は
、
自
然
と
文
化
双
方
の
相
互
関
係
の
上
に
、
集
合
的
性
格
を

も
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
あ
る
範
囲
の
人
々
に
は
程
度
の
差
は
あ
れ
共
有

さ
れ
、
別
の
範
囲
の
人
々
と
は
異
な
っ
て
い
る
。［
例
、
歩
き
方
、
座
り
方
、

モ
ノ
の
運
び
方
、
眠
り
方
、
な
ど
］

　

最
も
原
初
的
な
身
体
技
法
の
一
つ
に
、
ヒ
ト
に
固
有
の
、
だ
が
文
化
に

よ
っ
て
多
様
な
、
二
重
分
節
の
音
声
言
語
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
音
器
官
を
働

か
せ
て
発
話
す
る
行
為
が
挙
げ
ら
れ
る
。
あ
る
言
語
の
発
音
を
特
徴
づ
け
る

調
音
基
底
（articulatory basis

）
も
、
そ
れ
を
母
語
と
す
る
人
は
、
幼

時
か
ら
の
構
音
器
官
の
関
連
部
分
の
協
調
と
運
動
連
鎖
の
反
復
に
よ
っ
て
、

身
体
に
内
装
さ
れ
た
記
憶
（
手
続
き
的
記
憶
）
と
な
り
、
異
言
語
の
話
者

に
は
む
ず
か
し
い
発
音
（
例
、
コ
イ
サ
ン
言
語
の
吸
打
音
）
も
、
母
語
話

者
は
意
識
し
な
く
て
も
楽
に
発
音
で
き
る
。

　

言
語
を
は
じ
め
と
す
る
身
体
技
法
は
、
身
体
に
内
装
さ
れ
た
集
合
的
記
憶

と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
世
代
か
ら
世
代
へ
と
意
図
的
、
無
意
図
的

に
継
承
さ
れ
、
社
会
の
表
層
で
起
こ
る
政
治
的
、
経
済
的
な
変
動
を
か
な
り

の
程
度
超
え
て
、
持
続
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。（
例
、
洗
濯
の

仕
方
、
鋸
・
鉋
の
押
す
・
引
く
、
土
器
成
形
の
轆
轤
の
回
転
方
向
、
な
ど
）

　

こ
う
し
た
変
化
と
持
続
の
重
な
り
合
い
は
、
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
を
始
め
と
す
る
「
社
会
史
」
派
が
い

う
、
表
層
の
「
出
来
事
」（événem

ents

） 

と
、
深
層
の
「
長
期
的
持
続
」

（longue durée

）
の
関
係
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
る

　

身
体
技
法
は
、
効
用
（
実
用
）
の
側
面
と
、
意
味
（
表
現
）
の
側
面
を
、

通
文
化
的
な
方
向
（
自
然
）
と
、
文
化
内
的
方
向
（
人
為
）
と
が
連
続
す
る

関
係
で
併
せ
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
を
図
式
化
し
て
示
せ
ば
、

次
ペ
ー
ジ
の
図
の
よ
う
に
表
せ
る
だ
ろ
う
。
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授
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　（屋外歩行）直接身につける道具
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節
的
に
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ー
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れ
た
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作
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行
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X）創造的動作

種 間 的　inter-specific
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　　　主体に役立てられる物質・物体
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 座具などの道具）・作業場

身体技法の効用と意味 人為
（文化内的）
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用
的（
効
用
）

表
現
的（
意
味
）

自然
（種内的）

能記／所記　恣意性大　　　恣意性小

道具による可能性の拡大　　　生物体としての可能性の制約
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